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詩

考

?長

波

Jijミ

j蚤

一本口

向
、
緒

、

此
ぃ
胞
に
所
制
λ
悠
誌
と
は
‘
モ
詩
引
に
，
そ
り
序
の
み
が
し
℃
‘
そ
の
持
続
の
存
せ
古
る
市
核
・
向
悲
・
悲
黍
・

'mJ民
・
山
円
以
丘
・
山
川
儀

百円
1
4

の
ご
加
を
指
す
。
此
響
の
務
総
は
も
儀
機

4
m
u
一
酬
識
の
凶
作
部
の
柴
崎
被
小
峰
山
川
町
附
崎
川
町
側
一
時
十
崎
市
」
尚
一
川
認
し
と
奮
の
中
、
笈
入
に
於
て
前

一
コ
篇
，
間
笈
に
於
て
後
一
一
一
策
を
奏
す
。
故
広
絞
氏
六
笠
詩
と
税
す
る
な
り
。

儲
て
、
的
問
一
磁
の
関
節

ω
殺
の
中
，
登
歌
唱
制
…
ト
詔
一
間
接
触
一

wp一
日
付
紙
合
楽
欄
…
州
一
一
均
一
綿
一
税
制
.
の
持
、
合
計
十
二
篇
は
.
今
の
毛
引
け
に

そ
の
鮮
を
殺
す
る
に
、
六
笠
詩
の
み
溺
り
之
扱
き
は
如
何
。
最
初
よ
れ
ソ
そ
の
綜
存
せ
ざ
り
し
か
、
或
は
中
道
に
し
て
亡
供
し
た
る
か
。
一
世
人

は
認
に
、
之
一
花
関
す
る
先
儒
の
設
の
大
路
を
紹
介
し
，
立
つ
る
そ
れ
等
に
就
い
て
の
短
見
左
越
べ
ん
と
す
。
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ニ
，
発
儒
の
設

党
づ
、
窓
の
問
題
に
闘
す
る
先
揺
の
訟
を
一
長
約
す
る
に
凡
そ
友
の
五
畿
を
出
で
ム
ダ
o

mw努
存
在
訟

州
制
亡
侠
稔

甲
亡
換
の
年
代
花
関
し
て

山
川
乳
子
以
前
設

同
孔
予
付
以
一
後
設



ひ
一
館
一
入
・
賂
笈
に
詩
を
数
ひ
し
ゃ
否
ゃ
に
践
し
て
‘

/'et 

り
ム
丹
定
説

吋
否
定
説
p

右
の
中
、
附
と
凶
と
は
，
そ
の
分
類
の
範
韓
を
呉

ιし
，
一
般
者
需
品
複
す
る
諮
は
あ
る
も
，
便
宜
上
‘
斯
く
分
類
せ
り
。
砲
し
て
，

mwは
宋
の

額
一
級
し
級
以
後
広
日
初
め
て
起
り
し
…
論
に
し
て
，
唐
以
前
は
専
ら
均
の

mc川
山
川
並
に
一
白
の
川
の
設
を
怨
し
た
り
。
一
印
し
て
附
の
川
と
山
内
と
は

銃
に
夫
、
々
邸
玄
の
締
法
と
詩
築
、
と
に
見
え
る
向
の
山
内
宍
法
的
の
毛
窓
側
銃
一
，

FιZ4・9
て
、
一
初
め
て
一
一
一
一
向
へ
る
が
如
し
。
新
く
の
知
人
き
諮
一
試
存

す
と
織
も
，
先
儒
の
多
く
は
事
モ
詳
の
序

ι依
り
て
，
J

ハ
笈
詩
は
託
子
以
後
げ
い
亡
び
た
り
と
潟
す
む
又
も
そ
れ
苓
多
数
の
山
学
者
は
‘
詩
的
問
そ

の
も
の
ミ
存
否
の
問
題
と
3

筏
築
F
一
誇
を
歌
ひ
し
ゃ
否
や
の
問
題
と
を
明
確

ι一
慰
問
せ
宇
し
て
論
じ
た
る
も
の

L
如
し
。
故
に
，
交
際
広
各

設
を
検
討
す
る
に
常
り
，
右
の
分
類
を
wm
守
し
つ

L
考
察
す
る
は
も
関
難
・
卒
9
5
雑
然
‘
可
成
之
に
従
ひ
ゆ
か
ん
と
す
9

丘
、
否
容
在
設

六
年
一
詳
の
却
は
如
何
な
る
時
代
氏
、
も
ん
仔
記
せ
ざ
り
き
と
す
る
者
円
安
り
制
約
紋
付
鰍
鱗
核
抑
制
芸
品
吋
す
ず
あ
り
。
市
し
て
，
彼
等
の
論

擦
と
す
る
所
、
大
路
在
の
一
ニ
端
江
過
ぎ
や
ノ
。

mw俄
館
主
的
鉱
の
等
を

托
し
て
事
従
ひ
て
ふ
ハ

ム-ま8，，-叫晴

ス
」
「
械
で
ん
」

れいて、

ス」

の
訴
が
お
一
夜
せ
ざ
ち
し
設
な
り
。

の
宅
一
作
に
三
的
政
事
孝
子
州
制
球
以
義
也
。
e

義
な
り
G

M

W

期
制

R
M
P
泊

i
強打抽

切
毛
序
は
序
の
作
者
が
っ
南
絞
い
等

ω名
線
記
、
よ
号
、

内
.
リ
/
プ
、

μ
ν
F
J
/
 一

線
山
勺
向
は
笠
入
・
関
銃

ブ
」

へ
る
舵
し
。
是
れ
や
一
入
・
問
先
が
器
禁
な
り
し
設

と
争
る
「
亡
」
の
学
は
「
亡
快
い
の
亡
に
は
非
宇
、

「
知
じ
り

識
や
れ
叫
"
、

士事

の
も
の

L
存
在
安
否
定
す
る
註
援
の
線
操
と
は
な
ら
字
。
ぬ

の
存
者
が
，
六
て
も
詩
立
ち
と
忠
は
ざ
む
せ
ば
、

の
，
従
ひ
て
そ
れ
等
の
詩
は
存
在
せ
ざ
り
き
Q

は
偽
論
と
調
ふ
ぺ
し
。
序
の
作
者
の
時
代



序
を
作
ら
ぢ
り
し
な
る
べ
き
故
を
以
て
な
り
。
仰
は
符
序
の
制
作
化
代
民
総
ず
る
問
題
と
な
る
故
‘
溶
か
げ
仏
は
決
す
る
能
は
や
J

。
但
し
.
此

の
論
も
‘
序
の
作
者
の
時
代
に
は
，
詩
僻
存
せ
ざ
り
し
を
想
俵
ず
る
一
惑
は
或
は
待
ん
も
，
之
を
以
て
市
一
ち
花
、
六
笠
献
の
仰
は
未
だ
嘗
て
存

在
せ
ざ
り
き
，
と
主
桜
す
る
は
不
常
な
り
。
安
之
‘
彼
等
は
詩
制
御
が
絡
釘
に
存
在
せ
ざ
り
き
と
主
張
し
な
が
ら
も
，
そ
の
恐
出
と
す
る
別
に

a
笈
入
及
び
出
箆
に
持
を
散
は
ざ
・
9
し
を
足
は
し
む
る
一
根
譲
を
示
し
、

b
詩
序
の
作
者
の
時
代
に
は
，
詩
的
附
か
存
在
せ
ざ
り

依
つ
て
は
、

し
を
想
像
せ
し
め
た
る
に
過
ぎ
や
ノ
し
て
‘
結
論
り
殻
切
は
未
だ
お
し
遂
げ
府
ら
ざ
る
な
り
。

白山一 19一一

m，
亡
伐
の
時
代
に
郎
測
す
る
ニ
説

鄭
玄
は
儀
雌
の
誌
に
‘
ム
ハ
物
件
詩
に
就
き
て
、
「
小
作
篇
也
。
今
亡
。
比
一
八
一
議
未
開
」
と
一
一
一
一
向
ひ
、
更
に
‘
孔
子
以
前
に
亡
供
せ
り
と
一
一
一
向
へ
り
。
清

の
貌
級
制
古
も
も
所
制
約
逃
討
は
皆
孔
子
以
前

ι逸
し
た
り
と
す
る
凡
鮮
に
立
ち
て
‘
六
笠
詩
も
亦
然
り
と
一
一
一
一
向
ふ
。
雑
然
、
郷
玄
は
毛
詩
に
議

す
る
や
，
孔
予
測
詩
の
時
‘
此
等
の
第
一
作
し
，
詩
経
中
広
入
れ
ら
れ
た
れ
ど
も
、
案
火
に
選
ひ
て
亡
び
た
り
と
一
一
一
一
向
ひ
て
，
そ
の
設
‘
雄
一
ほ
と

兵
る
。
郊
設

ω
彼
此
一
な
ら
ざ
る
迎
尚
一
札
一
就
き
て
は
‘
邸
芯
に
「
銘
記
訟
時
事
就
慮
芯
立
。
先
的
亦
然
。
後
ル
待
毛
公
体
‘
'
既
十
昼
間
義
一
え

営
。
然
記
一
時
じ
一
行
，
不
復
改
之
」
閥
均
と
…
一
一
一
同
ふ
Q

邸
玄
は
初
め
琵
宮
製
べ
る
者
な
り
。
市
し
て
，
米
の
一
土
踏
…
麟
側
以
下
の
笈
版
印
私
供
へ
ば

斡
詩
に
も
亦
序
存
し
た
り
。
然
る
に
「
共
議
未
開
」
と
一
士
一
向
へ
ば
，
持
詩
に
は
，
そ
の
序
す
ら
紙
…
か
り
し
と
す
べ
し
。

;
:
h
H」
河
u
j
u

旦
夕
、
魯
詳
の
流
を
掬
む
と
一
一
一
回
は
る
L

苛
時
的
選
'
て
ヨ
ザ
も
、
孔
子
、
古
詩
三
千
を
側
り
て
三
百
丘
篤
と
な
す
と
一
一
一
一
向
ひ
も
又
，
浅
志
に
も
，
孔

J
2

う

和

語

¥

子
，
一
一
一
員
五
仲
間
仰
を
以
る
と

b
・p.
共
の
也
、
三
充
鮒
や
越
岐
制
叫
ん
を
は
じ
竺
柴
山
科
・
街
並
問
中
梓
・
詩
山
料
金
可
凡
て
三
百
五
位
向
仰
と
一
一
一
一
向
ひ
，
三

百
十
一
籍
と
一
一
一
一
回
へ
る
者
無
し
。
市
し
で
も
張
持
の
よ
林
斌
の
誌
に
、
大
殺
の
材
一
一
一
十
一
入
、
少
雅
の
材
七
十
四
人
と
一
一
一
一
向
ふ
。
小
雅
七
十
四
は

六
箆
詩
を
算
入
せ
ざ
る
な
り
9

此
等
よ
り
案
ヂ
る
に
，
一
ニ
家
む
詩
も
‘
一
と
し
て
六
佐
一
詩
の
綜
を
停
へ
た
る
無
し
と
一
一
一
一
口
ふ
べ
し
。
加
之
、
詩

の
孔
疏
に
問
み
の
詩
の
薬
対
は
訴
を
以
て
数
ふ
と
一
一
一
日
ふ
9

又
も
回
一
裂
は
在
米
同
一
一
巡
に
出
で
し
と
芯
は
る
。
然
る
に
、
そ
の
存
亡
の
詩
第
、

践
議
会
く
均
一
な
る
は
穫
し
む
に
足
る
。

六
箆
詩
の
序
を
惇
へ
た
る
治
怠
に
一
滅
し
て
鄭
玄
は
‘
毛
公
以
前
は
序
は
全
部
凶
器
に
な
り
活
た
る
故
，
詩
続
亡
供
せ
る
に
拘
ら
ヂ
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序
の
み
は
遺
存
し
た
る
友
ち
と
一
一
一
一
口
ふ
9

雑
然
、
潔
志
に
は
部
ち
詩
が
薬
大
の
災
を
完
れ
た
る
は
，
そ
が
丘
一
説
も
て
簿
話
せ
ら
れ
，
竹
一
駒
市
に

ら
ざ
り
し
故
な
り
と
一
一
一
一
向
へ
り
。
併
れ
が
莫
か
は
問
題
と
ら
ん
も
，
競
簡
に
擦
れ
ば
.
六
笠
詩
の
毛
序
は
B

鄭
擦
の
一
一
一
一
向
ひ
し
如
く
、
笠
文
生
義

的
作
品
と
一
一
一
一
口
ふ
ぺ
く
，
又
，
一
一
一
家
に
序
ず
ら
無
か
れ
ν
し
と
の
誰
論
に
立
て
ば
，
第
玄
が
藤
訟
に
於
て

j
六
笠
詩
を
小
殺
の
篤
と
し
た
る
は
，

吟
銭
一
踏
ん
ω
護
で
問
問
款
の
詩
が
何
れ
も
小
殺
の
籍
中
広
る
よ
ち
の
想
後
仏
政
と
祭
せ
ら
る
。
一
同
ト
マ
詳
し
げ
い
一
腕
…
ゅ
は
一
日
一
流
一
一
一
一
。

以
上
を
以
て
一
一
誌
は
ば
‘
活
し
六
筏
訟
の
前
併
存
し
た
与
と
す
る
も
き
そ
は
き
孔
子
以
諮
に
亡
挟
せ
し
も
の
、
少
く
と
も
誌
に
博
へ
ら
れ
た
る

務
総
以
前
味
畑
出
納
に
亡
び
し
も
の
と
考
ヘ
ざ
る
べ
か
ら
で
然
る
に
，
詩
の
孔
琉
，
儀
…
織
の
町
民
・
統
一
は
北
ハ
汽
詩
~
…
げ
の
「
有
兆
一
登
山
亡
北
ハ

僻
L

の
ニ
匂
は
毛
公
が
之
を
附
し
た
る
も
の
と
涜
し
‘
従
ひ
て
も
詩
停
の
一
作
者
の
時
代
に
は
そ
の
針
存
し
た
り
と
し
て
、
鄭
護
の
訟
を
山
本

じ
も
除
小
紙
切
盤
沈
成
ハ
納
期
九
一
一
一
同
等
の
法
人
事
殆
ど
一
背
之
と
問
見
本
歩
合
一
応
し
て
習
の
主
主
体
銃
に
つ
習
し
詩
レ
ム
ハ
苧
乞
作
り
，
以
て
六
年
一
誌
を

A拘"
H

、，

締
ふ
O

今戟品壮せ引1
一
て
文
滋
M
寸Jげにい在り
G

五
、
筆
入
e

問
問
箆
に
詩
を
歌
ひ
し
ゃ
否
ゃ
に
鰍
慨
す
る
設

ム
ハ
一
銭
訪
の
続
存
せ
?
と
の
論
山
本
館
に
起
る
や
も
之
を
駁
す
る
者
多
し
。
部
ち
，
米
子
と
略
々
同
時
代
の
月
組
議

'
絞
り
で
は
級
努
純
一
γ

ん
に
布
り
て

令
官
時
1
1』
f
t
・-i工、

判
印
ぷ
山
げ
列
。

3
4
J
 

H
日

yi
 

λ(: r持主
あ授は
jし諮様し
ど締め

も i設
}長米
t主 iζ

ふ
阿
佐
一
花
詩
を
欲
ひ
た
争
、
故
に

る
知
仰
と
の
こ
と
な
る
。
故
に
一
九
日
人
は
先
づ
、

に
は
散
は
ざ
り
し
も
も
持
続
は
存
し
た
り
と
す

ぜ
ん
と
す
。

，
舘
一
入
・
閉
館
一
応

へ
与
と
す

c 

乙主

し
時
，

r一

ハ
ー
た
お
型
的
け
吋
，

h'U
〉

Nυ
山

十

ド

h
M
泌
が

nv作
ぬ
出

ρva

人



山田岡崎君主閉山町

何

故

に

叫

川

市

に

は

必

や

詩

あ

り

。

腕

家

・手

お
の
中
、

mw一
は
、
逆
は
必
宇
し
も
異
な
ら
や
と
の
論
列
上
の
法
加
を
犯
す
9

故
に
必
や
し
も
殺
と
は
筑
し
作
歩
。
火
花
切
の

太
侍
従
「
城
市
俄
し
と
一
一
口
ひ
，
然
統
に
つ
仙
川
市
成
L

と
一
一
け
へ
る
は
事
全
部
探
索
と
怨
ず
か
G

階
、
締
結
す
る
け
ん
使
ず
る
の
み
。

ωは
然
絞
K

英
首
…
於
升
一
飲
」
郊
特
牲
に
「
歌
有
心
仕
上
，
務
竹
十
代
下
、
投
入
務
也
し
苧
乞
曲
解
し
て
の
論
と
祭
せ
ら
れ
‘
仰
は
班
何
故
貨
の
釆
詳
忠
慨
す
る

記
述
等
を
山
解
し
て
の
立
訟
と
思
は
る
L

が
、
此
の
一
例
4
引
は
要
す
る
に
も
指
壌
は
存
症
せ
ヂ
と
い
ふ
結
論
と
な
る
。
放
に
芥
人
は
抜

κ、
持

城
市
が
文
那
上
代
伝
来
し
て
瀦
立
せ
ざ
り
し
ゃ
否
や
を
考
察
す
る
の
必
裂
を
感
ヂ
。

関
経
民
金
畿
の
城
市
あ
り
Q

経
憾
の
記
す
所
を
綜
合
す
る
に
、
金
楽
と
は
、
鈍
・
終
・
鼓
需
の
打
数
浮
を
主
安
城
市
川
市
と
す
る
も
の
に
し
て
、

以
て
九
夏
場
怖
を
奏
す
。
市
し
て
儀
踏
の
記
す
所
よ
り
推
す
花
、
火
射
絡
@
持
…
維
の
金
森
〈
K
は
欲
を
伴
は
ざ
り
し
を
知
る
。
大
川
別
慨
に
つ
按
宥

月

v
-
J
n寸

約
設
。
安
及
庭
;
・
索
時
附
瓦
O
L
燕
殿
記
に
「
恋
以
禁
約
設
.
別
築
及
庭
、
奨
嬉
瓦
」
と
あ
り
。
経
文
に
依
れ
ば
‘
銭
・
務
等
は
強
め
庭
K
陳
列

し
あ
り
，

mし
て
、
歌
者
・
鼓
怒
者
・
吹
怨
者
等
は
、
賓
の
入
り
し
後
に
鱒
場
に
入
る
Q

故

ι、
笈
入
る
時
の
金
泰
に
歌
の
件
は
ぎ
る
と
と

知
る
べ
き
な
り
。
然
ら
ば
別
ち
、
常
時
、
銃
に
器
楽
は
滋
立
し
ゐ
た
ち
と
一
一
一
一
口
ひ
待
べ
し
。

吏.にκべ、吹竺生引申…

脅
J

吹吹
L

季
季
釦
各
の
月
.
氏ι
「
大
合
吹
」
と
各
争
‘
り
え
り
え
，
前
豆
成
者
音
特32けは山平五午設主瓜恐苓引春脊の月の「努2僻舞舛ケ」と北共共ハハ盆に汽にべ‘中史ム春稔宮の月の「入忠撃雲…小弱，均矧習護悶姦暴蝋紫水ご」制…附…綜駅
γ
一開一拙鶏挺A一，者者白托£に£糾釘叫亡し

後
者
は
‘
季
春
の
月
の
つ
大
合
城
市
L

及
び
設
哀
の
月
の
「
脅
合
機
業
」
に
拐
す
。
故
に
つ
矧
円
吹
」
及
び
「
大
合
吹
」
は
館
一
の
如
き
吹
奏
ω
栄
町
線

を
主
」
せ
る
窓
会
り
を
ま
」
暗
示
す
る
も
の
と
患
は
る
。
又
警
部
…
射
詑
に
、
三
一
一
笈
一
和
市
成
務
」
精
一
一
同
一
日

rz小
と
る
九
之
も
十
窓
口
吹
の

一
一
様
な
ら
ん
Q

ス
し
と
は
一
以
げ
に
比
し
て
換
す
る
な
り
。

に
北
せ
ら
る
も
み
も
の

の
如
く
ん
ば

一
般
に
器
薬
援
に
溺
立
し
，
吹
奏
山
梨
亦
そ
れ
自
身
の
み
に
で
行
は
れ
た
ち
と
せ
ば
、
知
一
入
・
問
問
笈
花
款
を
伴
は
ざ
り
し
事
は
可
能
な
り
C

雄
祭
事
・
米
だ
以
て
、
そ
が
器
壊
な
り
き
と
は
蹴
断
定
す
る
能
は
ヂ
。
揺
る
に
も

a
宋
儒
が
援
に
一
言
へ
る
如
く
‘
六
笠
設
に
は
、
そ
れ
を
「
梁
ス
レ

ス
し
一
時
「
ス
」
一
?
と
一
一
向
ひ
て
、
喜
子
関
致
。
「
款
フ
へ
る
に
ぎ
も
又
、
左
湾
臨
や
間
関
税
?
?
、
っ
隷
友
之
一
一
ご
に
は
特
に
之
を
「
金
一
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奏
ス
」
と
一
一
一
一
間
ひ
、
「
文

ご
「
鹿
鳴
之
一
一
ご
に
は
之
を
「
款
フ
」
と
一
一
一
一
向
ひ
て
‘
前
者
釘
立
す
。
批
容
は
，
恐
ら
く
は
伴
奏
に
用
ふ
る
繁
穏

の
籾
閥
抗
行
よ
ち
一
一
一
一
え
る
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

b
m
m官
大
郊
に
「
蹄
警
受
歌
い
に
訴
し
で
も
っ
下
管
需
品
川
市
器
し
と
て
、
下
管
に
は
特
に
「
紫
器
ヲ

ふ
。
寅
疏
弱
へ
ら
く
、
擦
は
葵
と
同
義
な
h
v

と
G

宿
し
て
局
轄
の
下
管
は
議
総
仰
の
佐
一
入
に
栴
常
す
。
と
れ
亦
倖
一
入
に
祇
詩
の
伴

c
良
つ
、
儀
践
に
，
先
に
「
工
入
」
と
一
一
一
一
口
ひ
も
歌
者
と
鼓
翠
者
と
の
入
場
を
記
し
，
春
一
歌
的
給
与
て
更
に
も
「
倖
一
入
」

搭
ス
」

は
吉
り
し
を
忠
は
し
む
。

と
て
佐
一
者
の
入
場
を
記
す
。
又
，
そ
の
記

K
，
「
獄
ヱ
呉
笈
」
と
一
寸
一
日
ひ
て
，
歌
者
・
設
宏
者
3
C
吹
笈
と
を
慌
別
せ
り
。
若
し
倖
一
に
も
歌
ひ
し
も

の
訟
ら
ば
、
-
何
故
に
歌
者
と
鼓
若
者
と
を
も
川
似
た
ざ
る
。
モ
奇
齢
は
も
ム
η
城
市
に
は
き
歌
・
智
一
及
び
共
の
抱
の
城
市
向
指
の
凡
て
を
も
て
器
、
壊
す
る

も
，
符
一
入
・
問
問
仲
m
k
は
も
年
一
あ
り
て
歌
無
し
と
一
一
一
一
日
ふ
。
そ
の
設
、
是
な
h
v
s

〔
数
〕
府
守
鋭
部
に

:
花
射
、
宗
務
機
箆
i
」
と
あ
り
、
大
一
司
紫
に
「
及
射
、

あ
ち
て
、

一方、

と
あ
り
。
然
ら
ぽ
射
繋
も
亦
金

る
に
、
又
、

宮
司
患
苫

に
も
歌
の
伴
ふ
と
具
、
あ
れ
G

雄
紫
、
山
内
仰
の
?
?
.
館
南
総
聞
の
既
に
日
以
内
へ

民
創

M
p
h

の
如
く
、
之
に
歌
詩
の
伴
ふ
も
の
去
、
二
者
あ
り
と
す
ぺ
〈
、
射
節
の
存
在

大
部

re
「
大
射
、
的
特
一
向
歌
一
射
街
い
僕
絡
部
射
詑
「
い

る
如
く
、
合
奏
の
拙
刊
に
も
九
瓦
の
如
く
、
会
く

の
み
な
る
も
の
と
、

を
以
て
、
そ
れ
に
歌
の
伴
ふ
ぺ
今
援
の
一
つ
も
存
せ
ざ
る
、
九
玄
一
の
命

の
明
明
日
懇
た
る
長
一
合
定
す
べ
か
ら
ず
。
瓦
っ
と
引
間
叫
ん
有
の
文
の

よ
り
、

と
嚇
一
向
へ
ば
、

る
ぺ
き
と
と
、
接
t
m
m
か
に
知
計
ソ
得
ぺ
し
。

穴
，
穴
舘
一
詩
務
存
盗
殺
〔
茸
(
の
ご

本
筋
党

K
攻
筋
に
邸
中
ぐ
ろ
所
の
，
六

(/) 

大

又
、
館
一
入

-m怨
に

ひ
し
と
す
る
校
操
と
せ
ら
れ
た

自
ら
明
か
な
る
を
以
て
も

Am
ヴ
は
専
ら
前
詳
の
校
撲
と

る
も
の
な
る
が
‘
批
竿
が
後
者
の

し
て
の
み
取
扱
は
ん
と
す
。

傍
て
、

の
如
し
G

二

d
p一
婚
は
供
、
品
、

パ
ス
官
、
D

J

/

、J
I

¥

j

d
v
，
同
行
.
庁
Hγ

mw金
者
せ
ら
れ
し
九
瓦

教都



mw金
奏
せ
ら
れ
し
射
節
に
詩
僻
一
仔
し
た
れ
γ
Q

一wm叫・
前

-、Fh
ザ
す
供

ω周
一
蹴
笠
円
十
に
「
以
愛
飢
餓
味
付
」
と
あ
り
。
議
一
は
吹
-
議
選
定
し
て
‘
搬
出
定
一
は
僻
あ
り
。
糊

向
明
尚
北
一
位
一
に
「
升
歌
清
臨
海
下
管
象
」
と
あ
り
。
「
象
」
は
部
ち
府
間
如
、
「
紘
清
レ
の
稿
、
な
り
。
糊

向
燕
般
に
「
升
歌
鹿
鳴
、
下
管
新
宮
L

と
る
り
。
左
熔
に
「
賦
新
宮
」
と
あ
り
。
賦
せ
ら
る
も
み
も
の
は
詩
な
り
。
日
同
国
・

斗
向

H-31
平山

方
五
者
を
大
別
す
る
に
‘

mw乃
至

ωは
コ
突
ス
」
っ
鍬
ス
」
と
一
一
一
誌
は
れ
し
も
の
に
も
詩
的
附
存
す
る
故
、
ム
ハ
笈
詩
に
も
詩
併
存
し
待
と
い
ふ
も
の

比
し
て
、
向
と
向
と
は
‘
下
管
に
用
ひ
ら
れ
し
叫
仰
木
氏
も
明
か
K
詩
ww一
存
す
る
故
に
‘
六
笠
詩
に
も
，
勿
論
、
詩
併
存
し
た
り
と
す
る
も
の
な

り
。
来
し
て
然
る
か
。

ωの
金
一
突
の
九
…
協
定
設
併
存
し
た
り
と
す
る
設
は
事
口
問
叔
一
九
四
時
…
鄭
の
「
時
昨
夏
事
件
付
諮
問
一
側
之
-
也
」
壮
一
お
訟
に
悲
き
た
る
も
の
な
る
が
予

告
比
の
訟
は
，
先
ん
郷
・
後
郷
も
宍
-K
之
を
全
く
は
信
用
せ
て
そ
の
際
舎
な
る
事
は
，
清
の
去
八
之
掘
-
岐
に
之
を
詳
論
し
ぬ
。

mw
史
的
も

コ
突
ス
」
と
一
一
詰
は
れ
し

ι‘
そ
の
詩
ww
あ
り
。
さ
れ
ど
、
そ
は
、
総
経
に
同
一
一
時
K
歌
と
奏
と
を
止
ハ
K
行
ふ
の
明
設
あ
り
。
「
奏
ス
」
と
の
み
を

記
し
て
、
問
時
一
に
つ
歌
フ
し
と
記
せ
る
例
の
結
え
て
無
き
下
管
・
笈
入

-m径
の
場
合
線
開

J
Z，
そ
の
詩
の
全
く
残
存
せ
ざ
る
六
然
詩

と
，
誌
を
同
じ
く
し
て
談
十
る
と
と
難
し
。

ω幽
詩
を
「
鍬
ス
い
と
詑
さ
る
ふ
と
も
‘
筏
も
て
紋
せ
ら
る
L
は
そ
の
山
仰
木
由

ιし
て
，
必
や
ノ
し

駒叩岬略 23即時梢

も
，
問
時
に
つ
歌
ブ
」
の
詮
と
は
な
ら
や
ノ
。
又
，
翻
一
一
刊
の
辞
存
す
る
と
も
，
そ
を
以
て
直
ち
に
，
六
笈
詩
の
僻
存
せ
り
と
は
匁
す
べ
か
ら
や
ノ
。

仙
川
下
位
協
の
「
象
」
は
「
維
滞
」
な
?
と
は
も
詩
序
に
「
紘
一
一
汽
奏
象
舞
也
ム
と
あ
る
托
誓
c
て
の
立
設
な
ら
ん
も
，
間
百
…
…
山
一
一
一
一
一
一
一
付
序

は
一
決
し
て
「
総
清
邸
象
い
と
一
一
一
一
日
へ
る
に
は
非
L?
な
一
五
つ
弘
義
一
子
会
の
「
舞
山
一
三
一
百
1

一
主
一
一
一
日
へ
る
に
依
れ
ば
、
詩
三
百
九
て
舞
に
関
係
あ
り
し

一る

と
見
る
べ
き
に
、

a
詩
序
が
も
「
給
法
L

と
コ
武
」
と
に
於
て
の
み
i

特
に
舞
と
の
関
係
を
骨
一
回
へ
り
。

b
左
俸
に
依
れ
ば
軍
兵
札
が
魯
に
於
白

て
潟
梁
を
見
し
時
事
詩
と
舞
と
を
ふ
一
然
訟
に
糊
鋭
、
従
3
て
象
部
・
犬
武
は
詩
の
ぷ
勝
清
」
と
っ
武
」
と
に
全
然
関
係
強
…
〈
行
は
れ
た
J
h
y
o
c
捜
誌

舶
に
勾
一
舞
あ
え
替
?
?
繍
に
認
で
程
一
舞
あ
え
習
し
い
で
詩

ι
勺
数
」
「
授
与
あ
る
に
、
詩
序
に
一
偶
者
そ
関
係
せ
じ
め
て
腕
札
一
問
団
一
刊
一
M
m

詩
話
料
認
可
此
殺
す
よ
り
拾
し
て
、
詩
序
の
一
定
歩
べ
か
ら
ざ
る
や
認
定
し
て
、
か
主
る
詩
序
を
更
に
曲
解
し
て
の
立
設
は
取
る
に
足
ら
ざ
る
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止な
h
y
a

培
、
向
の
も
下
替
に
「
新
宮
い
参
事
事
又
ち
「
新
宮
い
を
綾

L
た
る
る
善
寺
設
に
管
・
笈
に
用
判
い
ら
れ
し
楽
曲
に
は
，
一
般
に
詩
蘇
存
し

た
り
と
す
る
殺
を
否
定
す
べ
き
明
確
な
る
端
的
自
汽
之
を
護
見
し
得
A
Y
G

業
川
、
警
告
儀
…
警
護
疏
哨
綿
一
認
の
警
告
一
一
一
口
へ
る
今
¥
恐
ら
く
は

句
舞
主
的
款
と
に
関
係
無
く
も
持
一
舞
と
桓
設
と
は
関
係
盤
…
か
る
べ
〈
も
又

j
下
管
の
象
と
象
錨
併
と
は
額
保
無
か
る
ぺ
き
を
以
て
‘
邸
ち
，
同

名
な
る
こ
者
も
全
く
関
係
泣
き
と
と
あ
る
べ
き
を
以
て
推
す
に
事
下
管
の
「
新
宮
」
と
妓
せ
ら
れ
し
「
新
宮
一
」
と
は
或
は
同
名
異
変
な
ら
や

や
と
の
想
像
は
可
能
な
る
な

9
0

七
‘
穴
舘
一
詩
欝
苓
在
設
(
英
の
こ
〕

先
鰐
が
事
六
然
訪
の
鮮
の
存
訟
を
主
張
せ
る
設
の
税
嫁
の
中
事
話
誌
に
於
て
，
奉
げ
残
し
た
る
も
の
，
次
の
如
し
。

白
川
週
明
け
に
は
概
ね
鯨
あ
り
。
故
死
六
笠
付
に
も
亦
辞
あ
り
き
。
閥

的
集
出
の
み
に
し
て
詳
解
無
け
れ
ば
、
題
名
無
し
3

問
汗
先
づ
存
指
し
，
出
段
そ
の
後
民
生
ヂ
。
槻
承

γ
ず
れ

向
持
続
無
く
ば
そ

せやノ。

β) 

そ
の
紫
ぬ
の
み
用
ひ
ら
れ
し
故
に
事
そ
の

話台市j

承

山
は
設
問
す
ぺ

の
や
に
入
れ
た
り
む
何
ぞ
更
に
汗
瀞

(/) 

し
な
る
べ

に
・
取
り
で
は
関
山
と
な

者五
'
Z
Q
'
l，
〆

予

・り
M

れ
す
牛
し

J

門
け
¥
主
ケ
へ
こ
や
し

ぷ

v
s
立
1
L

斗
一
門
戸

i
d

同
叩
々
交
的
乃
日
誌
を
照
的

N

J
ー

:
A
F
-
-
i
{
j
e
j
:
司

K
よ
h
り

。

し
て

iこ

て

あ
ら
ず

ょ:
'y' 
f
，
 

!
 

，F
e

h

η

I

f

a

可
寸

J

4
く
と
も
事
綬
N
M

切っ

る
に
，

グ〉

て



用
一
訟
に
於
て
は
訪
れ
の
詩
も
、
汗
併
よ
り
も
そ
の
城
市
出
の
京
一
ん
ぜ
ら
れ
し
を
知
る
。
胡
氏
の
ふ
如
き
事
は
、
渉
、
以
後
に
於
て
漸
く
起
り
し

事
に
し
て
‘
市
も
深
以
後
の
凡
で
の
汗
ξ
噴
出
と
の
関
係
が
採
り
し
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
向
の
設
は
、
間
・
ム
ハ
節
に
於
て
漣
べ
た
る
詳
序

の
問
題
陀
よ
り
て
明
か
な
る
べ
き
を
以
て
、
誌
に
一
史
め
て
迷
ぷ
る
嬰
は
な
か
ら
ん
。
市
し
て
仰
の
訟
は
間
以
論
と
す
ふ
べ
し
。
佐
川
υ

入
・
問
符
一
に

於
て
そ
の
出
の
み
を
別
ふ
る
の
み
な
ら
や
ノ
、
弛
の
場
合
に
も
絡
到
に
そ
の
持
続
を
別
ふ
べ
か
ら
宇
、
と
い
ふ
規
定
存
せ
し
な
ら
ば
い
さ
知
ら

い川、，

h
T
h
:
1
1
9
-
4
i
f
)

て、，

Z
，

K
F
〉
主
2
1
事

サ
ノ
前
打
耳
打
え

I
!し
J

ノ
針
一
言
刀
V

話
カ

か
も
込
る
制
作
，
山
川
氏
依
り
て
み
一
く
亡
供
し
、

納
町
民
も
別
ひ
ら
れ
ぎ
り
し
汗
が
今
日
ま
で
存
す
る
の
均
出

を
、
芥
人
は
解
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。

ー、、土門
H

d
'

る
鴨
川
午

お
を
以
て
六
然
詩
の
持
続
の
有
無
に
関
す
る
た
儒
の
訟
の
火
締
を
場
げ
て
も
之
を
概
略
検
討
し
終
り
た
り
。
市
し
て
之
な
岱
し
来
る
問
に

きまZ
IlP 

日
品
川
人
の
，
結
論
は
も
内
然
に
現
れ
尽
た
り
と
れ
や
ノ
。
さ
れ
ど
，
今
，
百
一
円
人
が
新
た
に
此
の
問
題
P
論
J
P
J

る
も
の
と
し
て
，
新
た
な
る
慨
序
を
以

て
之
を
要
約
し
泣
く
べ
し
。

cm一
〕

た
ん
祭
に
於
て
山
市
品
川
市
は
獄
立
し
居
た
り
し
ゃ
。
円
く
，
然
り
。

明
'
円
。
「

f
J》
5
・さ、
J
r
H
5
0

・?仁
l

f

4

L

d

A

妥
ツ
刀
V
4引
ゾ
乍

(

H

H

〉
ム
パ
吹
の
存
校
。

〔
第
二
〕

銭
入
・
間
経
'
は
器
紫
去
り
し
ゃ
Q

同
く
、
然
り
。

別
出
。
(
イ
〉
湾
機
・
儀
踏
に
「
歌
フ
」
と
っ
奏
ス
・
紫
ス
・
笈
ス
」
等
と
を
官
一
加
し
ナ
記
せ
り
Q

由加問 25

川

n
J山
僕
踏
に
と
「
一
笠
」
と
を
蕊
F

別
し
た
り
c

〈
ハ
)
器
禁
応
歌
を
伴
ふ
一
射
一
樹
木
に
も

し時J

じ
と
す
ふ
と
も
，
又
、
之
と
北
ハ
に
歌
ふ
事
を
も
鵡
経
に
記
せ
り
。
然
る
に
も
笈
入
・
問

・
下
管
・
金
奨
の
零
に
は
、
款
の
待
ふ
一
惑
を
結
え
て
認
さ
泊
予
J

G

U

六
信
一
詩
の
詩
滋
存
し
た
り
や
忠
良
ζ
今
恐
ら
く
ほ
存
せ
き
ち
し
な
グ
ん
い
G
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均
点
。
(
イ
ニ
間
安
の
凡
で
か
之
h
T
一
億
へ
ざ
る
之
、
り
足
れ
は
を
少
ぐ
と
ち
義
一
広
一
段
段
存
在
在
せ
字
。

〈

H

H

)

践
に
章
一
所
有
な
る
此
響
の
詩
句
の
引
用
せ
ら
払
た
る
も
舎
の
無
ミ
ム
叉
、
そ
の
内
容
に
就
き
て
一
一
一
一
日
へ
る
も
の
無
き
よ
ち
見
れ
ば
、

孔
子
以
後
民
は
段

ι存
せ

ざ

り

し

と

す

ぺ

し

。

今

奇

番

P

J

A

二

〈
ハ
〉
之
上
。
一
史
正
一
推
す
に
、
恐
ら
く
は
事
最
初
よ
h

り
そ
の
詩
鰐
存
せ
ざ
り
し
な
ら
ん
。
但
‘
新
宮
篇
の
問
題
は
少
々
悶
り
も
の
な

れ
り
'
Q

〈
於
漢
文
革
曾
研
究
時
代
表
原
稿
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